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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第２四半期連結
累計期間

第86期
第２四半期連結
会計期間

第85期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 28,949 16,244 53,408

経常利益（百万円） 2,772 1,978 4,783

四半期（当期）純利益（百万円） 1,613 1,202 2,625

純資産額（百万円） － 21,174 20,112

総資産額（百万円） － 54,825 54,062

１株当たり純資産額（円） － 473.74 450.09

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
38.09 28.38 61.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 36.60 35.27

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,558 － 5,064

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
-1,534 － -1,263

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
-1,718 － -1,099

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ 5,478 7,244

従業員数（人） － 1,111 1,041

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 1,111 (148)

　（注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出　　

　　　　　　　

　向者を含む）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む）は、当第２四半期　　　　　

　連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 365 (85)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

機械装置（百万円） 8,548

高圧ガス（百万円） 81

合計（百万円） 8,629

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

機械装置 8,107 10,388

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３．受注高及び受注残高につきましては、標準機・部品等の金額を含めておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

機械装置（百万円） 9,740

高圧ガス（百万円） 4,285

溶接機材（百万円） 2,218

合計（百万円） 16,244

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

小池酸素工業株式会社(E00794)

四半期報告書

 4/30



２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライムローン問題の深刻化による金融危機の発生、円高の

進行、原油・原材料価格の高騰などにより企業収益の減少や個人消費の冷え込みなど、景気後退局面の様相となりま

した。

　当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）の主需要先である鉄鋼、造船、建設機械関係などの各業界は、引き続

き堅調に推移しましたが、建設、鉄骨関係の国内市場においては、鋼材の値上がりや改正建築基準法の影響による着工

数減少などがあり、厳しい状況となっております。

　このような経営環境のもと、当社グループは諸資材の急激な価格上昇などにより企業収益が圧迫されましたが、市場

の変化に対応した具体策を実行してまいりました。

　その結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は162億44百万円、経常利益は19億78百万円、四半期純利益は12億２百

万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。　

機械装置

　機械装置部門においては、国内の各事業所において「グランド90キャンペーンパートⅡ」を引き続き実施しました。

特に、７月に札幌営業所、９月に城北支店にて「こいけ市」を開催し、新型切断機「インテグラフ」の展示実演と溶接

治具、機器関係の拡販を図りました。

海外においては、第１四半期に引き続き韓国・中国などで新造船所向け各種切断機と付帯設備の大型一括受注に成功

しました。

　その結果、売上高は97億百40万円、営業利益は16億27百万円となりました。

高圧ガス　

　工業用ガスにおいては、引き続きガス価格改定を実施するとともに、「グランド90キャンペーンパートⅡ」でのガス

拡販活動を行いました。

　医療用ガスにおいては、笑気ガスを始めとする各種医療ガスが落ち込みましたが、新製品の投入による医療機器の増

販で前年同期比並みの売上を確保しました。

　ガス機器においては、台湾や国内の液晶メーカーからの受注が前年同期比50％増え売上を伸ばしました。

　その結果、売上高は42億85百万円、営業利益１億86百万円となりました。

溶接機材

　溶接機材部門においては、溶接材料の９月からの値上げ実施に対する事前買い込み需要が伸び悩み、販売数量を伸ば

すことができませんでしたが、「グランド90キャンペーンパートⅡ」による参加販売店への拡販支援、各種展示会の

開催により、電気溶接機、溶接ロボットなどの販売促進活動を実施し、実績を上げることができました。

　その結果、売上高は22億18百万円、営業利益は１億13百万円となりました。
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　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。　

日本

　国内経済は、サブプライムローン問題の深刻化による金融危機の発生、円高の進行、原油・原材料価格の高騰などに

より企業収益の減少や個人消費の冷え込みなど、景気後退局面の様相となりましたが、当社グループの主需要先であ

る鉄鋼、造船、建設機械関係などの各業界は比較的堅調に推移しました。その結果、売上高は117億24百万円、営業利益

は14億14百万円となりました。

米国

　米国経済は、金融危機を発端とする信用収縮の影響や海外景気の減速から停滞感を強め、比較的堅調に推移していた

設備投資動向も減少傾向を見せました。その結果、売上高は18億97百万円、営業利益は１億92百万円となりました。

欧州

　欧州経済は、鉱工業景況感はマイナス水準となり、減速傾向が鮮明となりましたが、設備投資は比較的堅調に推移し

ました。その結果、売上高10億55百万円、営業利益１億65百万円となりました。

アジア

　中国経済は、内外需とも底堅く推移し、景気はゆっくりと減速しながらも拡大が続きました。投資も高水準で推移し

ました。また、韓国経済は先進国の景気減速の影響から拡大のテンポは緩やかに鈍化しました。その結果、売上高は15

億67百万円、営業利益は１億41百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に設備投資のための有形固

定資産の取得、定期預金への預入などの投資活動による支出と、長期借入金の返済、社債の償還などの財務活動のため

の支出により、第１四半期連結会計期間末に比べ、19億11百万円減少しました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　主として税金等調整前四半期純利益19億60百万円の計上と、売上債権の増加、仕入債務の減少などにより、営業活動

の結果得られた資金は１百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　主として有形固定資産・無形固定資産の取得と投資有価証券の取得、定期預金への預入などにより、投資活動の結果

使用した資金は９億67百万円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　主として長期借入金の返済と社債の償還により、財務活動の結果使用した資金は10億41百万円となりました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

（4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、１億８百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画

はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 179,100,000

計 179,100,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,229,332 45,229,332
東京証券取引所

（市場第二部）
―

計 45,229,332 45,229,332 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。　　　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
― 45,229,332 ― 4,028 ― 2,366
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

小池商事株式会社 東京都墨田区錦糸三丁目５番７号　 2,477 5.47

大陽日酸株式会社　 東京都品川区小山一丁目３番26号　 2,422 5.35

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号　 2,078 4.59

あいおい損害保険株式会社 東京都渋谷区恵比寿一丁目28番１号　 2,053 4.54

株式会社千葉銀行　 千葉県千葉市中央区千葉港１番２号　 1,993 4.40

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（中央三井アセット信

託銀行再信託分・ＣＭＴＢエクイ

ティインベストメンツ株式会社信

託口）　

東京都中央区晴海一丁目８番11号　 1,742 3.85

株式会社東京都民銀行　 東京都港区六本木二丁目３番11号　 1,526 3.37

小池　義夫　 東京都江戸川区　 1,391 3.07

小池酸素工業取引先持株会　 東京都墨田区太平三丁目４番８号　 1,372 3.03

株式会社常陽銀行　 茨城県水戸市南町二丁目５番５号　 1,130 2.49

計 － 18,189 40.21

　（注）１．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（中央三井アセット信託銀行再信託分・ＣＭＴＢエクイティイ

ンベストメンツ株式会社信託口）の所有株式は、中央三井信託銀行株式会社が所有していた当社株式をその

全額出資子会社であるＣＭＴＢエクイティインベストメンツ株式会社へ現物出資したものが、中央三井ア

セット信託銀行株式会社に信託されたうえで、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社に再信託された

ものであり、議決権行使の指図権は、ＣＭＴＢエクイティインベストメンツ株式会社に留保されております。

２．上記のほか、自己株式が2,872千株あります。

EDINET提出書類

小池酸素工業株式会社(E00794)

四半期報告書

 9/30



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   3,149,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式  41,507,000 41,507 　－

単元未満株式 普通株式     573,332 － 　－

発行済株式総数 45,229,332 － 　－

総株主の議決権 － 41,507 　－

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が64,000株（議決権の数64個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）　

　所有株式数の
　合計（株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

中国アセチレン株式会社
山口県宇部市大字東

須恵3903番地の３
260,000 ― 260,000 0.57

千葉熔材株式会社
千葉県市原市玉前西

一丁目１番45号
15,000 ― 15,000 0.03

大阪液酸株式会社
大阪府大阪市生野区

巽南三丁目２番10号
1,000 ― 1,000 0.00

ケーエム酸素株式会社
茨城県つくばみらい

市伊奈東33番９号
1,000 ― 1,000 0.00

小池酸素工業株式会社
東京都墨田区太平三

丁目４番８号
2,872,000 ― 2,872,000 6.34

計 －　 3,149,000 ― 3,149,000 6.96

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 555 598 720 580 500 341

最低（円） 477 545 565 501 326 278

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東光監査法人による四半期レビューを受けております。

３．金額単位について

　当社グループの四半期連結財務諸表に記載されている科目、その他の事項の金額については、百万円単位で記載して

おります。

　当社グループの連結財務諸表に記載されている科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載してお

りましたが、比較を容易にするために、前連結会計年度についても百万円単位に組替え表示しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,125 7,407

受取手形及び売掛金 16,607 16,688

有価証券 74 74

商品 1,898 1,914

製品 2,895 2,773

半製品 1,285 1,315

原材料 2,222 1,459

仕掛品 2,838 2,247

貯蔵品 30 33

その他 1,575 1,423

貸倒引当金 △158 △150

流動資産合計 35,395 35,187

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,379 2,504

機械装置及び運搬具（純額） 1,415 1,264

工具、器具及び備品（純額） 750 819

土地 9,034 9,048

リース資産（純額） 201 －

建設仮勘定 819 273

有形固定資産合計 ※1
 14,600

※1
 13,910

無形固定資産

のれん 484 549

その他 367 367

無形固定資産合計 851 916

投資その他の資産 ※3
 3,977

※3
 4,047

固定資産合計 19,430 18,875

資産合計 54,825 54,062
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,415 15,377

短期借入金 3,052 2,837

1年内返済予定の長期借入金 928 1,215

1年内償還予定の社債 600 1,100

未払法人税等 980 1,190

賞与引当金 598 472

役員賞与引当金 44 43

製品保証引当金 34 30

米国年金清算損失引当金 － 109

その他 4,550 3,550

流動負債合計 26,206 25,927

固定負債

社債 1,200 1,500

長期借入金 2,090 2,504

退職給付引当金 241 230

役員退職慰労引当金 152 472

その他 3,759 3,316

固定負債合計 7,445 8,023

負債合計 33,651 33,950

純資産の部

株主資本

資本金 4,028 4,028

資本剰余金 2,359 2,358

利益剰余金 14,290 13,100

自己株式 △688 △683

株主資本合計 19,990 18,804

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 584 668

繰延ヘッジ損益 1 －

土地再評価差額金 △51 △50

為替換算調整勘定 △459 △352

評価・換算差額等合計 75 264

少数株主持分 1,108 1,043

純資産合計 21,174 20,112

負債純資産合計 54,825 54,062
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 28,949

売上原価 20,826

売上総利益 8,122

販売費及び一般管理費 ※
 5,354

営業利益 2,767

営業外収益

受取利息 30

受取配当金 33

受取賃貸料 43

物品売却益 31

その他 19

営業外収益合計 157

営業外費用

支払利息 80

賃貸費用 30

為替差損 20

その他 21

営業外費用合計 153

経常利益 2,772

特別利益

固定資産売却益 2

投資有価証券売却益 16

特別利益合計 19

特別損失

固定資産除売却損 6

減損損失 22

関係会社株式評価損 7

その他 2

特別損失合計 39

税金等調整前四半期純利益 2,751

法人税、住民税及び事業税 1,032

法人税等調整額 △56

法人税等合計 976

少数株主利益 161

四半期純利益 1,613
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 16,244

売上原価 11,588

売上総利益 4,655

販売費及び一般管理費 ※
 2,728

営業利益 1,926

営業外収益

受取利息 21

受取配当金 9

受取賃貸料 21

物品売却益 14

為替差益 42

その他 10

営業外収益合計 120

営業外費用

支払利息 41

賃貸費用 15

その他 12

営業外費用合計 68

経常利益 1,978

特別利益

固定資産売却益 1

投資有価証券売却益 0

特別利益合計 1

特別損失

固定資産除売却損 5

減損損失 5

関係会社株式評価損 4

その他 2

特別損失合計 18

税金等調整前四半期純利益 1,960

法人税、住民税及び事業税 693

法人税等調整額 △15

法人税等合計 678

少数株主利益 80

四半期純利益 1,202
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,751

減価償却費 409

減損損失 22

のれん償却額 64

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8

製品保証引当金の増減額（△は減少） 6

賞与引当金の増減額（△は減少） 125

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△3

受取利息及び受取配当金 △64

支払利息 80

関係会社株式評価損 7

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △16

固定資産除売却損益（△は益） 4

売上債権の増減額（△は増加） 729

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,609

仕入債務の増減額（△は減少） 357

未払消費税等の増減額（△は減少） △15

その他 △37

小計 2,823

利息及び配当金の受取額 64

利息の支払額 △78

法人税等の支払額 △1,250

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,558

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △484

有形固定資産の取得による支出 △941

有形固定資産の売却による収入 11

無形固定資産の取得による支出 △30

投資有価証券の取得による支出 △107

投資有価証券の売却による収入 22

ゴルフ会員権の取得による支出 △1

貸付けによる支出 △6

貸付金の回収による収入 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,534

EDINET提出書類

小池酸素工業株式会社(E00794)

四半期報告書

17/30



（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 244

長期借入金の返済による支出 △699

社債の償還による支出 △800

自己株式の取得による支出 △5

自己株式の売却による収入 2

配当金の支払額 △423

少数株主への配当金の支払額 △34

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,718

現金及び現金同等物に係る換算差額 △72

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,766

現金及び現金同等物の期首残高 7,244

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,478
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

   の変更　

たな卸資産

  通常の販売目的で保有するたな卸資 

産については、従来、移動平均法、個別

法、総平均法による原価法によっており

ましたが、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、移動平均

法、個別法、総平均法による原価法（貸

借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益は、それぞれ２億33百万

円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。

　 （2）「連結財務諸表作成における在外

　　子会社の会計処理に関する当面の

　　取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結

財務諸表作成における在外子会社の会

計処理に関する当面の取扱い」（実務

対応報告第18号　平成18年５月17日）を

適用し、連結決算上必要な修正を行って

おります。

　これによる損益へ与える影響はありま

せん。
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　 （3）「リース取引に関する会計基準」の　

　

　　適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年

６月17日（企業会計審議会第一部会）、

平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会

計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始す

る連結会計年度に係る四半期連結財務

諸表から適用することができることに

なったことに伴い、第１四半期連結会計

期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引に係るリース資産

の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用しております。

　これによる損益に与える影響は軽微で

あります。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．一般債権（経営状態に重

大な問題が生じていない債

務者に対する債権）の貸倒

見積高の算定方法

　貸倒実績率が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度決算において算定した

貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積

高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法　

　定率法を採用している固定資産について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定しております。

３．経過勘定科目の算定方法 　損益に与える影響が僅少であると判断で

きるものについては、合理的な算定方法に

よる概算額を計上しております。

４．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　法人税等の納付税額の算定に関して、課税

所得の計算上加味する加減算項目や税額控

除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に

ついては、前事業年度末以降に経営環境等、

及び一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められるため、前事業年度におい

て使用したタックス・プランニングを利用

しております。

　なお、重要性の乏しい一部の連結子会社

は、四半期財務諸表における税金費用の計

算にあたり、税引前四半期純利益に、前事業

年度の損益計算書における税効果会計適用

後の法人税等の負担率を乗じて算出する方

法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　　　該当事項はありません。
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、

耐用年数を10～14年としておりましたが、平成20年度の

税制改正に伴い、第１四半期連結会計期間より８～12年

に変更しました。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

（役員退職慰労引当金）

　当社は、従来、役員の退職慰労金の支給に充てるため、役

員退職慰労金支給内規に基づく期末要支給額を引当計上

しておりましたが、平成20年６月27日開催の定時株主総

会の日をもって役員退職慰労金制度を廃止する事が決議

されました。同制度廃止に伴い、定時株主総会の日以前の

在職期間分についての役員退職慰労金については、打切

り支給することといたしました。なお、支給の時期は、各

役員退任時とし、役員退職慰労引当金は全額取崩し、退任

時まで固定負債の「その他」として計上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、13,919百万円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、13,659百万円で

あります。

　２．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

新洋酸素㈱    97百万円

小池高圧ガス（協） 185百万円

㈱産業資材商事   7百万円

川口総合ガスセンター㈱   96百万円

計    386百万円

　２．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

新洋酸素㈱ 73百万円

名古屋ガスセンター㈱ 13百万円

小池高圧ガス（協） 183百万円

㈱産業資材商事 10百万円

エニダイン㈱ 12百万円

計 293百万円

 ※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △103百万円

 ※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △103百万円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料  1,371  百万円

賞与引当金繰入 325  百万円

役員賞与引当金繰入 44  百万円

退職給付引当金繰入 79  百万円

役員退職慰労引当金繰入    11  百万円

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料 695  百万円

賞与引当金繰入 133  百万円

役員賞与引当金繰入 23  百万円

退職給付引当金繰入 41  百万円

役員退職慰労引当金繰入 2  百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定   6,125百万円

預入期間が３か月を超える定期預金    △647百万円

現金及び現金同等物    5,478百万円

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　45,229千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　 　2,872千株

３．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 423　 10  平成20年３月31日  平成20年６月28日
利益剰余

金

EDINET提出書類

小池酸素工業株式会社(E00794)

四半期報告書

24/30



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
機械装置
（百万円）

高圧ガス
（百万円）

溶接機材
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 9,740 4,285 2,218 16,244 － 16,244

(2) セグメント間の内部売上

    高又は振替高
－ － － － － －

計 9,740 4,285 2,218 16,244 － 16,244

営業利益 1,627 186 113 1,926 － 1,926

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
機械装置
（百万円）

高圧ガス
（百万円）

溶接機材
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 16,301 8,405 4,242 28,949 － 28,949

(2) セグメント間の内部売上

    高又は振替高
－ － － － － －

計 16,301 8,405 4,242 28,949 － 28,949

営業利益 2,284 351 132 2,767 － 2,767

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は製商品の系列及び市場の類似性により区分しております。

　　　　２．各区分に属する主要な製商品

事業区分 主要製商品

機械装置
中大型工作機、ガス自動切断機、ガス溶断器具、

加熱プラズマ、溶接機械等

高圧ガス 酸素、窒素、溶解アセチレン、アルゴン等

溶接機材 溶接棒、電気溶接機、安全保護具等

　　　　３．会計処理の方法の変更

 　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（1）に記載のとおり、第１

　 四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

　 日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間

　 の営業利益が機械装置部門で２億１百万円、高圧ガス部門で18百万円、溶接機材部門で14百万円それぞれ減

　 少しております。

 　（営業費用の配賦方法の変更）

　　 従来、配賦不能営業費用として「消去又は全社」に含めて表示しておりました親会社の管理部門等に係

　 る費用を、第１四半期連結会計期間から、セグメント毎の営業利益を適切に表示するため、一定の配賦

　 基準を設けて各事業セグメントに配賦いたしました。

　　 この結果、従来の方法に比べて当第２四半期連結累計期間の営業利益が、機械装置、高圧ガス、溶接機

　 材の各セグメントにおいて、それぞれ３億２百万円、１億56百万円、75百万円減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
日本

（百万円）
米国

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
11,724 1,897 1,055 1,567 16,244 － 16,244

(2) セグメント間の内部売

上高又は振替高
1,504 62 － 140 1,708 (1,708)　 －

計 13,229 1,960 1,055 1,708 17,952 (1,708)　 16,244

営業利益 1,414 192 165 141 1,915 11 1,926

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
日本

（百万円）
米国

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
21,078 3,442 1,775 2,653 28,949 － 28,949

(2) セグメント間の内部売

上高又は振替高
3,078 124 － 307 3,511 (3,511)　 －

計 24,157 3,566 1,775 2,961 32,460 (3,511)　 28,949

営業利益 1,835 373 240 372 2,820 (52)　 2,767

　（注） １．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　（1）欧州・・・・・・オランダ、フランス

　　　　　（2）アジア・・・・・韓国、中国

　　　　２．会計処理の方法の変更

　　　　　（たな卸資産の評価に関する会計基準）

　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（1）に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用してお

ります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、日本で

１億73百万円、アジアで59百万円減少しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
　 北米及び　　　
　 中南米

アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 2,021 3,478 1,055 86 6,641

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － － 16,244

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
12.4 21.4 6.5 0.5 40.9

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
　 北米及び　　　
　 中南米

アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,566 5,592 1,775 115 11,049

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － － 28,949

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
12.3 19.3 6.1 0.4 38.2

　（注）１．地域は地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米及び中南米……米国、カナダ、メキシコ、チリ、ブラジル等

(2）アジア……韓国、中国、台湾、シンガポール等

(3）欧州……オランダ、イタリア、フランス、ベルギー、ロシア等

(4）その他の地域……オーストラリア、ニュージーランド等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

　 せん。

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 473.74 円 １株当たり純資産額 450.09 円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 38.09 円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 28.38 円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（百万円） 1,613 1,202

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,613 1,202

期中平均株式数（千株） 42,361 42,359

（重要な後発事象）

　　 該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末

に比べて著しい変動がありません。

２【その他】

　 該当事項はありせん。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月10日

小池酸素工業株式会社

取締役会　御中

東光監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 外山　卓夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　昌也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小池酸素工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小池酸素工業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　　追記情報

　会社は、第１四半期連結会計期間より、通常の販売目的で保有するたな卸資産については、移動平均法、個別法、総平均法に

よる原価法（貸借対照表価格については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定する方法に変更している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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